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開発型水田稲作を展開することが可能である石器組成であったと評価できる。しかし、都田川流域にお

ける石器組成の導入段階・集落の相対的位置付け・弥生時代後期への動態については今回の調査では明

確に示すことはできなかった。

竪穴建物の形態 井通遺跡で検出された竪穴建物のうち平面形態が判明する建物は、建物長辺が比較的直

線状・短辺はやや外に張り出すため隅部が丸味をもっ隅丸長方形を呈する。

竪穴建物の平面形態についてはすでに先学の優れた考察があり(松井1992、岩瀬2001、鈴木敏2001)、

弥生時代中期後葉の遠江では隅丸長方形の竪穴建物は一般的に認められる建物形態であることが指摘

されている。しかし、東遠江では長辺・短辺ともに丸味をもっ楕円形となり、形態差は天竜川が境界と

なると考えられている。

今回の井通遺跡の調査では、これらの指摘を追認する成果を得た。遠江における弥生時代中期の集落

は、調査事例が少なく未だ検討する段階に到達していないが、西遠江の浜名湖を挟んだ北岸と南岸にお

いて竪穴建物の平面形態が共通で、あったことは少なくとも指摘できるであろう。

三河との関係 一方、中平遺跡では短辺も直線状となり、より長方形を指向する傾向が強い竪穴建物が検

出されている。この形態は三河で検出される竪穴建物と類似しており、三河との関連を示すものと捉え

られる。しかし、中平遺跡では隅丸長方形の竪穴建物もみられ、同じ丘陵上に立地する坊ヶ跡遺跡でも

認められておらず、遠江ではこれまでのところ他に確認されていない。

三河と遠江の弥生時代中期中葉の竪穴建物は方形であったと指摘されており、中期中葉から後葉に到

る平面形態の変遷においては同一であったと捉えることが可能であろう。しかし、井通遺跡が位置する

都田川流域は地理的な位置から三河と相互に影響を及ぼしていたものと想定されるが、竪穴建物に関し

ては三河の平面形態を受容していない。したがって、三河と遠江は同一の建築様式に含まれるが、細分

が可能な小様式を認めることができる。さらに、遠江でも東遠江は別の平面形態を認めることができる

ことから、弥生時代中期後葉の竪穴建物には小さな地域性が表出する段階と位置付けられる。

後期への展開 平面形態が隅丸長方形の竪穴建物は、法ヶ崎遺跡で確認できるように弥生時代後期前半ま

では受け継がれている。都田川流域でも台地上に立地する向山遺跡において、後期前半の隅丸長方形を

呈する竪穴建物が検出されている。向山遺跡では後期後半に隅丸方形の竪穴建物に変化し、法ヶ崎遺跡

では隅丸長方形と隅丸方形の建物が同時期に併存している。この動向は、伊勢湾沿岸地域の土器様式広

域分布圏の成立と関連づけて理解されている(鈴木敏2∞1)。
弥生時代中期後葉から後期前半は生活様式の画期と評価でき、都田川流域における各集落にも影響

が及んだものと推測される。今回の井通遺跡の調査では弥生時代中期後葉が中心であり、後期へと連

続する集落の社会的動向を窺う考古資料を確認できなかったが、今後とも都田川流域における断片的

な資料を精力的に紡ぎ合わせていく必要がある。

3 置石炉について

分布・形態・時期 井通遺跡に設置された炉には、置石炉となる竪穴建物が5軒検出されている。

遠江の弥生時代の炉形態は地床炉が中心であり、置石炉の形態をもっ竪穴建物は普遍的とはいえない。

また、竪穴建物検出数の多寡を問わなければ、分布はこれまでのところ浜名湖北岸~天竜川流域沖積平

野北部と、小笠山北西丘陵商辺の2地域に認められる(註1)。

これら置石炉の形態は、

A類一炉心に礁を置く形態

B類一炉縁に置く形態のうち、建物中央から短辺に向けて設置されたもの

C類一炉縁に置く形態のうち、建物中央から長辺に向けて設置されたもの
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三河では管見により詳細な状況は知り得ないが、 i主王[と接する束三河の橋良遺跡では置:百炉ヵ認されている。
't:iJ貰持代前期においては、これまでのところ大平遺跡SB14において確認されるのみである。この建物は太平遺跡で最大士見撲の主主穴建物
であり、歯石炉となる 22基の炉は;j'i}めて顕著に熱を受けて検出されている。

J
-
1
4
A
M
r
μ
 


